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1. ソフトのインストール準備 
①付属のCDを挿入して下さい。 

②CDを開くと、親機用ソフト、子機用ソフト、USBデバイス 説明書の5種類の 
  フォルダが開きます。 

２. 親機用ソフトのインストール    
①ECOVIGILO7(ＤＣ用ソフト)のフォルダを開くと下記ファイルが表示されます。 

②SETUPアイコンをダブルクリックするとインストールが開始され、 
 セットアップ画面が表示されます。 
 セットアップを始める場合OKボタンをクリックして下さい。 
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③ディレクトリ変更画面が表示されます。変更がなければボタンを押し 
 て下さい。 

④インストールが開始され、完了が表示されれば終了です。 
  OKボタンを押して終了して下さい。 

-2- 



３. 子機用ソフトのインストール    
（子機から直接データをダウンロードするためののソフトです。通常親機から設定を実行しますの 
で、子機の交換等、特別な場合を除いて、インストールの必要はありません。） 

①親機用ソフトと同様の手順で、ECO-LOGER（子機用ソフト）のフォルダを開いて、 
  SETUPアイコンから、インストールして下さい。 

４. USBデバイスのインストール    
①USBAアダプター（オプション品）をパソコンに差し込む前にインストールＣＤの下記ソフト
を 
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②次にUSBアダプターをパソコンに差し込むとパソコンがデバイスを認識し、使用準備を整
えます。 



５. ソフト起動前の準備（USBポートの確認）    

①スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックして下さい。 

②クラシック表示のシステムをクリックして下さい 

③システムのプロパティが表示されたらハードウェアーのタブをクリックして下さい。 
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④ハードウェアーのタブが表示されたら、デバイスマネージャーをクリックして下さい。 

⑤デバイスマネージャーが表示されたらポート（COMとLPT)をクリックして下さい。 

⑦USB Srial Port (COM )の番号を確認し、メモして下さい。 

⑧以上でUSBポート確認作業は終了です。画面を閉じて元に戻って下さい。 
 

-5- 



６. ソフトの起動直後に設定すべき項目 
①スタートボタンをクリックしすべてのプログラムを表示させると、ECOVIGILO7 
  のアイコンが作成されていますので、直接ク リックするか、デスクトップにショート 
  カットを作成し、クリックして、 起動して下さい。 

② ソフト起動後にまず通信条件の設定を行って下さい。 
  通信条件の設定がなされていない場合、未接続となり 
  通信が確立出来ませんので、数値及びグラフが出てきません。 

③通信条件の設定 
メンテナンス)をクリックすると、タブが現れますので、その中の通信条件設定 
の項目をクリックして下さい。通信条件の設定ウィンドウが開きますので、デバイス 
マネージャーで確認したCOM番号と通信速度（通常38400）をクリックして、から設定 

終了をクリックして下さい。通信が確立されると、右下に通信中が表示されます。 
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①表示最大電力設定 
メンテナンス)をクリックすると、タブが現れますので、その中の表示最大電力設定の項目 
をクリックして下さい。表示最大電力設定ウィンドウが開きますので最大デマンド値に合わせ 
て表示最大電力設定の数値を決定して、数字をクリックした後、設定終了をクリックして下さい。 

７. ソフトの起動後、はじめに設定すべき項目 

②最大子機ＣＨ設定 
登録をクリックすると、タブが現れますので、その中の各種子機ＣＨ数設定の項目をクリックし 
て下さい。最大ＣＨ数設定ウィンドウが開きますので子機の台数に合わせて、数字を入力し 
書込をクリックして下さい。読取をクリックすると、設定内容が確認出来ます。 
（注）通常 空調機制御子機最大数の項目のみ入力して下さい。 

 

-7- 

③グループ名登録 
登録をクリックすると、タブが現れますので、その中のグループ名登録の項目をクリックして下さい。 
グループ名登録ウィンドウが開きますのでグループ名等、入力し、登録して下さい。 
 



④空調機制御子機名登録 
登録をクリックすると、タブが現れますので、その中の空調機制御子機名登録の項目をクリックして下さい。ＣＨ 
名登録ウィンドウが開きますのでＣＨ番号に合わせて、該当する空調機名等、入力し、登録して下さい。 
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空調機及び冷凍機の 
使用箇所の名称を入力 

管理番号を付ける 
場合に入力 

メーカーの型式 
を入力 

メーカー名 
を入力 

圧縮機の容量 
を入力 

温度センサー 
子機を付けた 
場合、番号を 

温度センサー 
子機を付けた 
場合、温度 
センサー子機 
で制御する 
ＣＨを入力 

表示を飛ばす 
場合１を入力 

力率の補正 
数値を入力 
100％が ⑤電力計測子機名登録 

登録をクリックすると、タブが現れますので、その中の電力計測子機名登録 
の項目をクリックして下さい。電力計測子機名登録ウィンドウが開きますので 
電力計測子機名に合わせて、該当する電力計測子機名等、入力し、登録して下
さい。 
 

⑤負荷制御装置名登録 
登録をクリックすると、タブが現れますので、その中の負荷制御装置名登録 
の項目をクリックして下さい。負荷制御装置名登録ウィンドウが開きますので 
負荷制御装置名に合わせて、該当する負荷制御装置名等、入力し、登録して下
さい。 
 



８. ソフトの設定項目 
①警報動作条件設定 
  注意実行目標値   警戒実行目標値  限界実行目標値 
  注意実行開始時間 警戒実行開始時間 限界実行開始時間 
   LANモード設定 
  データ自動取得モード 
 
動作環境設定をクリックすると、タブが現れますので、その中の警報動作設定の項目をクリックし 
て下さい。警報動作設定ウィンドウが開きますので最大デマンド値に合わせて注意実行目標値、 
警戒実行目標値、限界実行目標値をそれぞれ入力して下さい。 
それぞれに実行開始時間を入力出来ます。（時限初めから全子機同時遮断をしたくない場合、限界 

の開始時間を例えば１５分と入力すれば、それまでは、注意、警戒信号のみ実行し、グループ毎の 

制御となります。 
 

LANモード設定は通常OFFにして下さい。 

 

②警報順序設定 
  
動作環境設定(K)をクリックすると、タブが現れますので、その中の警報順序設定の項目をクリックし 
て下さい。警報順序設定ウィンドウが開きますので、各ＣＨ毎に第一段から第六段まで、ON OFF 
を設定して下さい。 
 

第一段から第五段までは注意 警戒警報実行時のグループになります。通常空調機ＣＨ毎に所属 

させたいグループをONにして下さい。 
 

第六段は限界警報時に遮断する空調機ＣＨをONにします。 
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③空調機制御ON/OFF 
   ３０分に１回ないし２回の間欠制御を実行するかしないかを設定します。 
  制御する場合ONを、制御しない場合OFFを入力し 書込をクリックして 

  下さい。読取をクリックすると設定内容を確認出来ます。 

④通常制御率の設定 
   ３０分に１回ないし２回の間欠制御率をを各ＣＨ毎、各季節帯及び時間帯毎に 
  設定出来ます。 
  季節毎時間毎に制御率を変更しない場合は、第一季節 第一時間帯のみ 

  第一回 第二回の制御率を各ＣＨごとに入力し書込をクリックして下さい。 
  読取をクリックすると設定内容が確認できます。 
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⑤警報制御のON/OFF 
   デマンド値を守るために強制的に遮断するための警報信号(注意・警戒・限界) 
   を受け付けるか受け付けないかを、各ＣＨ毎にON OFFで設定します。 
   (注) OFFにすれば警報を実行出来なくなります。 

  書込をクリックすれば、入力内容が確定されます。 
  読取をクリックすれば、入力内容の確認が出来ます。 

  

⑥警報制御率設定 
   各警報（注意・警戒・限界）を子機が受けたときに何分停止するかを、各ＣＨ毎に 
  パーセントで入力します。通常は１０％を入力します。 
  （注）この項目に休止を入力すると、警報を受け付けなくなります。 
 

 増加率は、限界停止時に、限界信号が消えないとき引き続き停止する時間を 

パーセントで入力します。通常は５％（１分３０秒）を入力します。 
 



⑦空調機状態表示 
 空調機状態表示をクリックすると、現在の運転状態、制御状態、現在電力、温度、制御季節、時限 
 等が表示されます。 
  

    

⑦-1 日別動作状態 
 日別動作状態をクリックすると各ＣＨの日別の電力使用量、及び省エネグラフが表示されます。 
 （各種データ取得の空調機データ取得から各ＣＨのデータをダウンロードする必要があります。）（後述） 
  

    

実電力使用量 

推定省エネ削減電力量 

消費電力の項目をクリック 
することにより、各時限の 
消費電力、制御％、制御 
電力の表を表示させること 
が出来ます。 
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⑧電力計測状態表示 
 電力計測状態表示をクリックすると、電力計測子機に接続した電力がグラフ表示されます。 
  

⑧-1 日別動作状態 
 日別動作状態をクリックすると各ＣＨの日別の電力使用量グラフが表示されます。 
 （各種データ取得の電力計測データ取得から各ＣＨのデータをダウンロードする必要があります。）（後述） 
  

    

⑨負荷制御状態表示 
 負荷制御状態表示をクリックすると、負荷制御子機に接続した現在の運転状態、制御状態、現在電力 
 等が表示されます。 
  
    

 

⑨-1 日別動作状態 
 日別動作状態をクリックすると各ＣＨの日別の電力使用量、及び省エネグラフが表示されます。 
 （各種データ取得の負荷制御データ取得から各ＣＨのデータをダウンロードする必要があります。）（後述） 
  

日別動作状態のグラフ構成は空調機状態表示と同じです 
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⑩デマンド状態表示 
 デマンド状態表示をクリックすると、デマンド解析のウィンドウが表示されます 
  （各種データ取得のデマンドデータ取得からデータをダウンロードする必要があります。）（後述） 
    

一日の受給電力、最大デマンド値及び注意・警戒・限界警報の発報状況を確認できます。 

・最大デマンド表示の保存先 
 最大デマンド表示は通常ローカルディスクＣのECDMLOGフォルダの中に、 
  MAXDMD1009のような形式で保存されます。MAXDMDが最大デマンドを意味し、 

 1009は年月を意味します。 
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日にちをクリックして、日報の作成をクリックするとその日の受給電 
力及びデマンド値及び警報動作状況が３０分毎に表示されます。 
 

⑪各種データ取得  各種データ取得の項目をクリックすると、各データ取得のタブが表示されます。 
    
 

⑪-1 デマンドデータ取得 
   デマンドデータ取得のタブをクリックすると、デマンドデータダウンロードのウィンドウが表示されます。 
    
 

⑪-1 デマンドデータ取得 

⑪-2 空調機データ取得 

⑪-3 電力計測データ取得 

⑪-4 負荷制御データ取得 

⑪-5 温度データ取得 



-16- 

最上段左のファイルをクリックして表示される印刷設定で印刷設定をすれば、当日受給電力 
ウィンドウの印刷をクリックすれば、指定の印刷機より、受給電力日報がプリントされます。 

カレンダーのその月の日にちをクリックしてから、月間データの取得をクリックしてOKをクリック 
すると、指定した月の月間受給電力表がダウンロードできます。 

月間データ表示をクリックすると、ダウンロードデータ 
の表が表示されます。 
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⑪－２ 空調機データ取得 
 空調機データ取得をクリックすると、子機データ取得のウィンドウが表示されます。 
 ここでは各子機ＣＨ毎に一日及び月間の制御データをダウンロード出来ます。 
  

    

・子機のデータをダウンロードする前に、データをダウンロードするグループを設定します。  
 
GRP設定をクリックすると、グループ設定のウィンドウが表示されます。ＧＲＰ番号を選択して 
設定ボタンを押して下さい。ダウンロードグループが設定されます。 
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・月間の子機のデータをダウンロードするには、ダウンロードしたい子機のＣＨ番号をクリックして 
該当ＣＨを青に変えた状態で月データの項目をクリックして下さい。子機月間データのダウンロード 
開始のタブのOKをクリックすると表示のカレンダー月が指定のGRグループにダウンロードされます。 

 

・月間の子機のデータを表示するには、月表示をクリックして下さい。 
 保存しているログファイルを開くのウィンドウが開きます。ＧＰフォルダは通常ローカルディスクＣ 
 に作成されます。ＧＰフォルダにはCHNAMEとEC1フォルダが格納されています。EC1フォルダの 
 中にはY2010のような年フォルダが格納されています。年フォルダの中にDAYフォルダとM04の 

 ような月フォルダが格納されています。 
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・月フォルダの中にＣＨフォルダが格納されています。ＣＨフォルダを開くと、その月の該当ＣＨの 
Mnlogが格納されています。Mnlogを開くとデータが表示されます。 

・一日の子機のデータをダウンロードするには、ダウンロードしたい子機のＣＨ番号をクリックして 
該当ＣＨを青に変えた状態で日データの項目をクリックして下さい。子機一日データ取得開始のタブ 
のOKをクリックすると緑で表示された日が指定のGRグループのDAYフォルダにダウンロードされます。 
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・一日の子機のデータを表示するには、日表示をクリックして下さい。 
 保存しているログファイルを開くのウィンドウが開きます。ＧＰフォルダは通常ローカルディスクＣ 
 に作成されます。ＧＰフォルダにはCHNAMEとEC1フォルダが格納されています。EC1フォルダ 
 の中にはY2010のような年フォルダが格納されています。 

年フォルダの中にDAYフォルダとM04のような月フォルダが格納されています。DAYフォルダの中に 
ＣＨフォルダが格納されています。表示したいＣＨ番号のフォルダを開くとm09d08のような日ファイル 
が格納されています。日ファイルを開くとその日のデータが表示されます。 

 
 

データダウンロード完了後 ⑦-1 日別動作状態をクリックすると各ＣＨの日別の電力使用量、 
及び省エネグラフが表示されます。 
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・子機のデータをすべて消去するには、消去するCH番号を青色にして、データ消去をクリック 
して下さい。データ消去のウィンドウが開きますので、消去を実行するには、OKをクリックして下さい。 
 

  

⑪－３ 電力計測データ取得 
 電力計測データ取得をクリックすると、電力計測データ取得のウィンドウが表示されます。 
 ここでは各電力子機ＣＨ毎に一日及び月間の電力データをダウンロード出来ます。 
  

    

空調機同様にチャンネル毎に、電力データを月別、日別に 
ダウンロード出来、 表示させることが出来ます。 
データダウンロード完了後、⑧－１の日別電力量グラフを、 
チャンネル毎に、日別に表示させることが出来ます。 



⑪－４ 負荷制御データ取得 
 負荷制御データ取得をクリックすると、負荷制御データ取得のウィンドウが表示されます。 
 ここでは負荷子機ＣＨ毎に一日及び月間の電力データをダウンロード出来ます。 
  

    

空調機同様にチャンネル毎に、負荷制御データを月別、 
日別にダウンロード出来、 表示させることが出来ます。 
データダウンロード完了後、⑧－１の日別負荷子機ＣＨ
別 
グラフを、日別に表示させることが出来ます。 

⑪－５ 温度データ取得 
 温度データ取得をクリックすると、温度データ取得のウィンドウが表示されます。 
 ここでは温度子機ＣＨ毎に一日及び月間の温度データをダウンロード出来ます。 
  

    

空調機同様にチャンネル毎に、温度データを月別、 
日別にダウンロード出来、 表示させることが出来ます。 
データダウンロード完了後、温度表一覧を表示出来ま
す。 
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   ・月データのボタンをクリックすると、月間温度データ取得開始のウィンドウが開きます。 
    取得したい月のいずれかの日にちをカレンダー上でクリックして、OKボタンをクリックすると、 
    ダウンロードを開始します。 

   ・月表示のボタンをクリックすると、保存しているログファイルのを開くウィンドウが開きます。 
    下記保存場所を指定して、ファイルを開くと、月間温度データが表示されます。 

ローカルフォルダ（Ｃ）を選択 

グループフォルダを選択 

EC3フォルダを選択 

該当する年のフォルダを選択 

該当する月のフォルダを選択 

該当するＣＨのフォルダを選

MnLogファイルをクリックすると月間 
子機温度データが表示されます。 
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   ・日データのボタンをクリックすると、一日温度データ取得開始のウィンドウが開きます。 
    取得したい日にちをカレンダー上でクリックして、OKボタンをクリックすると、ダウンロードを開始します。 

   ・日表示のボタンをクリックすると、保存しているログファイルのを開くウィンドウが開きます。 
    下記保存場所を指定して、ファイルを開くと、一日温度データが表示されます。 

ローカルフォルダ（Ｃ）を選択 

グループフォルダを選択 

EC3フォルダを選択 

該当する年のフォルダを選択 

DAYのフォルダを選択 

該当するＣＨのフォルダを選

m09d03等の日にちファイルをクリックする 
と一日子機温度データが表示されます。 
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⑫季節帯設定 
 最上段の季節帯設定をクリックすると、季節帯設定のウィンドウが表示されます。 
 一年を４つの季節にＣＨ毎分けて設定が出来ます。 
  

 空調機制御率を季節毎に変更する場合は、一年を分割して設定します。 
 必要がない場合は第一季節帯のみ１月１日から１２月３１日に設定します。 

⑬季節別時間帯設定 
 四つの季節帯毎に四つの時間帯をＣＨ毎に設定出来ます。 
  
 空調機制御率を季節毎に四つの時間帯に分けて制御率を変更出来ます。 

 必要がない場合は第一季節帯NO,1時間帯のみ００時００分から２３時５９分に設定します。 



９. メインテナンス項目 
・メインテナンス項目は最上段のメインテナンスをクリックすれば、 
 設定できる下記項目のタブが表示されます。 
 

 ①電力測定グラフ表示 

 ②最大デマンド表示 

 ③温度子機設定 

 ④履歴状態 ・電源履歴（停電履歴）・デマンド警報履歴・通信エラー履歴 
 ⑤子機設定変更 

 ⑥子機ログ取得状況 
 ⑦親機時計設定 
 ⑧通信条件設定 

①電力測定グラフ表示  
 ・メインテナンス→電力測定グラフ表示の順にクリックすると、電力測定表示子機設定の画面が 
  表示されます。 

 ・・リアルタイムに表示させるか否か、また表示する場合のＣＨ名若しくは全体表示を選択します。 

②最大デマンド表示  
 ・メインテナンス→最大デマンド表示の順にクリックすると、最大電力の表示画面が表示されます。 
 

 ・必要とする年と月を選択して、読取をクリックすると、その月の日別の最大デマンドが表示されます。 
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③温度子機設定 

・温度子機設定項目はをクリックすれば、設定できる下記項目のタブが表示されます。 
 1.季節別上限温度設定 
 2.表示温度番号設定 

③-1季節別上限温度設定 
   メンテナンス→温度子機設定→季節別上限温度設定をクリックすると、季節別制御温度設定のウィンドウが 
   表示されます。 

・オプション温度子機を接続することにより、季節別に制御可能温度範囲を指定することが 
 出来ます。これにより温度範囲を逸脱している場合、省エネ及びデマンド制御を自動的に 
 休止させることが出来ます。 

・読取ボタンをクリックすると、現在の入力値が表示されます。入力値を変更する場合は、季節毎、ＣＨ毎に上限 
 温度と下限温度を制御温度から入力して下さい。  
 入力が終わったら、書込ボタンをクリックして、確定して下さい。入力値が正しく書き込まれたか、読取ボタンを 
 クリックして、確認して下さい。 

・温度子機を接続した場合、必ずメンテナンス項目の子機設定変更から、ＣＨ毎に温度センサー番号を指定して下さい。 
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③-2表示温度番号設定 
   表示温度番号設定をクリックすると、温度データ表示子機ＣＨ設定のウィンドウが表示されます。 

 
   温度表示子機ＣＨを選び設定をクリックすると、温度表示子機ＣＨとして設定されます。 
   
   次に、空調機名登録のウィンドウから温度No及び制御Noを入力し、登録して下さい。 

   温度No及び制御Noは、メンテナンスの子機設定で、指定した、温度センサー番号です。 

    

 
  上記設定が終わると、表示設定されたＣＨの下記項目が表示されます 
   グラフが表示    
   温度データ範囲の欄及び空調機動作状態に温度表示及び設定温度内か外かの表示 
    （Hi：上 In：範囲内 Lo：下） 
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温度グラフ 

ＣＨ01:温度 範囲表示  

ＣＨ01:温度 範囲表示  
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④履歴状態  
 ・電源履歴（停電履歴） 
  メインテナンス→履歴状態→電源履歴の順にクリックすると、停電履歴データ取得 

  が表示されます。 

・デマンド警報履歴 
 メインテナンス→履歴状態→デマンド警報履歴の順にクリックすると、デマンド警報履歴 
 が表示されます。  

・通信エラー履歴 
  メインテナンス→履歴状態→通信エラー履歴の順にクリックすると、通信エラー履歴 
  が表示されます。  
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親機から指令を受けた、警報制御の% 

⑤子機設定変更 注）通常、設置時に専門業者が設定します 
   メインテナンス→子機設定変更にクリックすると、子機設定変更のウィンドウが表示 
   されます。 

 最初に設定を変更したいＣＨ番号をクリックして、読取ボタンをクリックします。 
設定数値が出てきたら、各項目の数値を変更して、項目ボタンをクリックすると、 
子機設定変更ウィンドウが表示されますので、変更する場合は、OKをクリックして 
下さい。 
注） 必ず変更されているかどうかを、再度、読取ボタンをクリックして確認して下さい。 

タイミングによって書き込まれていない場合があります。 

 
注）ＣＨ番号は子機でしか変更出来ません。 間欠制御を始める、一回目の時間（時限 

の始まりから何秒か）を入力します。 
例)180は3:03 3:33のタイミングで停止 

間欠制御を始める、二回目の時間 

運転・停止を判断する電流値 

霜取り運転に入ったと判断する時間（分） 

霜取り運転モードを解除を判断する 
運転時間（分） 

 

運転開始から制御をしない秒数 
 

制御したと判断する減少電流値 
 
特別な制御をおこなった場合にのみ 
入力します 

親機から指令を受けた、間欠制御の% 
例）10%は30分×0.1=3分制御になりま 
す。 

温度子機を接続した場合、 
温度子機のセンサー番号 
を入力して下さい 
 

ＣＴの種類によって調整します。 
付属のＣＴの場合は初期値 

30分おきに制御と非制御を繰り返す場合ONに 
設定します。通常はOFF 

ＣＴによる計測電流値 
の調整をします 
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⑥子機ログ取得状況 
   メインテナンス→子機ログ取得状況にクリックすると、昨日の子機ログ取得の 
   ウィンドウが表示されます。 

・全子機データ取得 
 日付を指定して、全子機データ取得をクリックすると、全子機ログデータ取得開始ウィンドウが 
 開きます。データ取得を実行する場合はOKをクリックします。 

 ウィンドウが閉じてデータダウンロードがＣＨ１から始まり、最終ＣＨまで実行します。 

・データ取得状況の確認 
 再度昨日の子機ログ取得のウィンドウを開いて、日付を指定するとその日のデータ取得状況 
 が確認できます。 

 データ取得済みの場合該当ＣＨ番号の欄にOKが表示されます。 
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・個別子機データ取得 
 日付を指定して、ダウンロードしたい子機の欄をクリックして、個別子機データ取得をクリックすると、 
 該当する子機ＣＨの指定日の子機ログデータ取得開始ウィンドウが開きます。データをダウンロード 
 する場合OKをクリックします。ウィンドウの下部にダウンロード進行状況のバーが表示され、暫くする 

 と取得が終了し、該当ＣＨ欄にOKが表示されます。 

・子機データ表示 
子機データ表示をクリックすると、一日毎の子機のデータが保存してあるDAYフォルダウィンドウが 
開きます。DAYフォルダにＣＨ毎の子機データフォルダが格納されています。各ＣＨフォルダに一日 
毎のデータファイルがm09d08の様に各日にち毎のファイルが作成されています。 

このファイルをダブルクリックすると、下図のような表が開きます。 

・個別子機データ消去 
各日にちの各ＣＨに表示されたOKをクリックして、個別子機データ消去をクリックすると子機ログデータ 

消去開始のウィンドウが表示されます。消去してもよければ、OKをクリックします。 
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⑦親機時刻設定 
   メインテナンス→親機時刻設定にクリックすると、時刻設定のウィンドウが表示されます。 

   設定ボタンをクリックすると、パソコンの現在時刻を親機の時刻に設定します。 
 
   （注意）時刻を合わすために予めパソコンの時計を正しい時刻に合わせておく必要があります。 

 



１0. 曜日制御設定 
曜日制御設定をを実行することにより、指定した曜日の制御率を変更することが出来ます。 
実行するには下記項目を設定します。 
 
①曜日制御実行設定 
②曜日制御データ設定  

①曜日制御実行設定 
 曜日制御実行設定の項目をクリックすると、曜日制御実行設定のウィンドウが開きます。特定の曜日だけ 
 指定のＣＨを、曜日データで制御する場合、指定ＣＨの実行設定を実行にして、書込をクリックして下さい。 
 読取をクリックして、データがかわらなければ、書込終了です。 

②曜日制御データ設定 
 曜日制御データ設定の項目をクリックすると、曜日制御データ設定のウィンドウが開きます。特定の曜日だけ 
 指定のＣＨを、曜日データで制御する場合、指定ＣＨの制御率NO1、制御率NO2,警報制御の制御率を入力して 
 書込ボタンをクリックして下さい。 読取をクリックして、データがかわらなければ、書込終了です。 

 

-34- 



MODEボタン  UPボタン DOWNボタン SETボタン  

初期画面の状態で、UPボタンを押し続けた状態で、MODEボタンを長押しした後、同時に離すと、 
下記右の設定画面に移行します。 

付録 ecoVigilo-DC（親機）のボタンでの時計設定  

デマンドは３０分ごとの最大需要電力です。時計が不正確だと、デマンド値を正確に計る事が出来ません。 
定期的に、取引メータの時計と合わせる必要があります。月に１回時刻調整することをお勧めします。 

時刻調整は、ecoVigilo-DC（親機）もしくは、前述のPCソフトでおこないます。 

０９/０８/０１/SA  １８h２０m２５ 
ヨソクDm:００５２０．６ｋｗ 
ジ ツDm:００２８１．９ｋｗ  Nrml 
ノコリ____t:０７m２５s  ０１２ Ｇｐ_０    

：   ＰＣＴ  &  PLS  &  SPEED  
：   ｹｲﾎｳ__ｶｲｼ  POWER__DT  
：   ｹｲﾎｳ__START   ｼﾞｶﾝﾀｲ 
：   MAX __CH  &  ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ   

上記画面で、MODEボタンを押すと 

下記の時刻調整を含んだ設定画面に移行します。 

：   Clock   &   Calender  
：   Group ＿1 CH＿No,  Set 
：   Group ＿2 CH＿No,  Set  
：   Group ＿3 CH＿No,  Set    

Year / Month / Date / Week 
 _ 0 9  /  0 8  /  0 8   /  S A 

h o u r  :  m i n u t e s  :  s e c 

・日時の設定 
 
       SETボタンでカーソルが移動 
 
       UP DOWNボタンで 
       数字を変更します。 
 
       数字を変更し終わったら、時刻 
                に合わせてMODEボタンを押して 
                同期させて下さい 

        白のUPボタン若しくはDOWNボタン 
でClock&Calenderにカーソルを合わせて、緑のSETボタンを押すとカレンダー
及び時刻設定の画面に移行します。 

親機による時刻調整の方法 
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